
073

は
じ
め
に

本
稿
は
、
中
国
四
川
省
シ
ャ
ル
コ
ク
（Shar K

hog

＊
１）

地
方
の
チ

ベ
ッ
ト
社
会
に
位
置
す
る
ボ
ン
教
寺
院
が
二
〇
世
紀
中
盤
の
混
乱
期

を
経
て
復
興
す
る
過
程
を
と
り
あ
げ
、
僧
侶
た
ち
に
よ
る
宗
教
知
識

の
継
承
と
、
そ
れ
が
「
伝
統
」
と
し
て
の
価
値
を
再
び
付
与
さ
れ
る

過
程
を
考
察
す
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
寺
院
同
士
が
形
成

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
動
態
で
あ
る
。
ボ
ン
教
は
、
仏

教
伝
来
以
前
か
ら
存
在
す
る
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統
宗
教
と
い
う
性
格
を

持
ち
、
各
地
に
多
く
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
寺
院

再
生
／
越
境
す
る
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
支
え
る

ボ
ン
教
の
復
興
―
―
中
国
四
川
省
、シ
ャ
ル
コ
ク
地
方
の
事
例
を
中
心
に

小
西
賢
吾
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越
境
と
地
域
空
間
―
―
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
と
ら
え
る

第
Ⅱ
部

越
境
の
論
理
と
秩
序
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さ
れ
、
宗
教
実
践
の
場
が
立
ち
上
が
っ
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
こ
う
し
た
要
素
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
彼
ら
の
信
仰
の
核
と
な

る
宗
教
の
価
値
が
い
か
な
る
背
景
に
よ
っ
て
存
続
し
て
い
る
の
か
を

射
程
と
す
る
。
二
〇
世
紀
中
盤
以
降
の
チ
ベ
ッ
ト
社
会
の
変
容
を
経

て
、
ボ
ン
教
の
寺
院
と
信
徒
は
地
域
や
国
家
を
越
え
た
拡
大
を
み
せ

つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
社
会
を
中
心
と
し
て
展
開
す

る
、
地
域
差
を
越
え
た
普
遍
的
な
チ
ベ
ッ
ト
文
化
と
チ
ベ
ッ
ト
人
帰

属
意
識
の
確
立
の
動
き
（
煎
本 2005: 88

）
に
も
接
続
し
つ
つ
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
古
く
か
ら
ボ
ン
教
の
実
践
が
行
わ
れ
て
き
た
地
域
で

は
、
歴
史
的
背
景
に
支
え
ら
れ
た
寺
院
同
士
の
つ
な
が
り
の
再
生
が

観
察
さ
れ
る
。
本
稿
は
、こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
越
境
し
、

再
生
す
る
ボ
ン
教
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
筆
者
が
二
〇
〇
五
年
以
来

継
続
し
て
現
地
調
査
を
行
っ
て
き
た
四
川
省
シ
ャ
ル
コ
ク
地
方
の
一

寺
院
に
お
け
る
宗
教
復
興
が
い
か
に
関
連
し
て
い
る
の
か
を
考
察
す

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
の
宗
教
実
践

の
場
を
生
成
し
、
存
続
さ
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
関
係
の
一
端
を
明

ら
か
に
す
る
。

Ⅰ 

寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
生
と
越
境

１ 

現
代
に
お
け
る
ボ
ン
教
実
践
の
越
境

ボ
ン
（Bon

）
教
は
、
七
世
紀
の
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
仏
教
の
第
一
次

伝
播
以
前
か
ら
の
伝
統
の
流
れ
を
く
む
宗
教
で
あ
る
。
ボ
ン
と
い
う

言
葉
は
多
様
な
意
味
を
持
つ＊

２

が
、
本
稿
で
扱
う
の
は
シ
ェ
ン
ラ
プ
・

ミ
ボ
（gshen rab m

i bo

）
に
よ
っ
て
西
チ
ベ
ッ
ト
の
シ
ャ
ン
シ
ュ

ン
（zhang zhung

）
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
ユ
ン
ド
ゥ

ン
・
ボ
ン
」（g-yung drung bon

「
永
遠
な
る
ボ
ン
」）
の
教
え
の

継
承
と
実
践
と
し
て
の
ボ
ン
教
で
あ
る
。
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
い

る
教
義
は
、「
ギ
ュ
ル
ボ
ン
」（bsgyur bon

「「
変
形
さ
れ
た
ボ
ン
」）

と
呼
ば
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
、
と
く
に
ニ
ン
マ
派
か
ら
の
影
響
を
大
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は
、
隣
接
す
る
村
落
な
ど
、
比
較
的
狭
い
範
囲
の
活
動
基
盤
を
持
つ

一
方
で
、
現
代
に
お
い
て
は
よ
り
広
汎
な
人
や
知
識
の
移
動
の
流
れ

に
接
続
し
な
が
ら
そ
の
活
動
を
存
続
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地

理
的
実
体
と
し
て
の
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
多
様
な
関
係
性
が

絡
み
合
う
な
か
か
ら
立
ち
上
が
り
、
そ
の
形
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
も

存
続
す
る
宗
教
実
践
の
場
、
と
い
う
観
点
か
ら
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ

ン
を
捉
え
、そ
の
成
り
立
ち
を
考
察
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
〇
世
紀
中
盤
以
降
、
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
な
変
容
を
遂
げ
た
。
と
く
に
、
一
九
四
九
年
に
中
華
人
民
共
和
国

が
成
立
し
て
以
降
、
宗
教
活
動
は
常
に
国
家
政
策
の
影
響
を
強
く
受

け
て
き
た
。
宗
教
は
チ
ベ
ッ
ト
系
の
人
々
に
と
っ
て
、
日
常
生
活

か
ら
政
治
ま
で
、
暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
と
結
び
つ
い
て
い
た

が
、
多
く
の
寺
院
は
古
い
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
の
象
徴
と
し
て
、

一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
建
物
の
破
壊
や
僧
侶
の
還

俗
な
ど
、
組
織
の
徹
底
的
な
解
体
が
行
わ
れ
、
学
習
と
祈
り
の
場
と

し
て
の
役
割
を
停
止
し
た
（Goldstein 1998: 7-10

）。
こ
れ
と
時

期
を
同
じ
く
し
て
、
多
く
の
人
々
が
故
郷
を
脱
出
し
、
イ
ン
ド
な
ど

の
国
外
に
も
宗
教
活
動
の
拠
点
が
設
立
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
う

し
た
社
会
状
況
は
、
寺
院
と
人
々
が
担
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
伝

統
」
の
分
断
と
再
編
を
も
た
ら
し
た
。

そ
の
後
、
文
化
大
革
命
の
終
結
と
、
改
革
開
放
政
策
の
開
始
に

よ
っ
て
、
宗
教
復
興
が
中
国
各
地
で
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
七
八
年
の
中
国
共
産
党
第
一
一
期
中
央
委
員
会
第
三
回
全
体
会

議
（
一
一
期
三
中
全
会
）
を
経
て
宗
教
政
策
が
見
直
さ
れ
、
チ
ベ
ッ

ト
族
居
住
地
域
で
も
一
九
八
〇
年
代
に
は
寺
院
の
再
建
や
僧
侶
組
織

の
整
備
な
ど
が
本
格
化
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
寺
院
は
地
域
に
お

け
る
宗
教
活
動
の
中
心
と
し
て
の
地
位
を
回
復
し
て
き
た
。
そ
し
て

二
一
世
紀
初
頭
に
い
た
り
、
中
国
内
陸
部
は
西
部
大
開
発
を
は
じ
め

と
す
る
大
規
模
開
発
計
画
の
影
響
を
受
け
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
観

光
地
化
が
住
民
の
生
業
や
経
済
状
況
に
大
き
な
変
化
を
生
じ
さ
せ
つ

つ
あ
る
。
そ
れ
は
宗
教
を
支
え
る
経
済
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
も
影
響

し
、
宗
教
復
興
は
単
な
る
再
建
か
ら
、
さ
ら
な
る
整
備
や
生
き
残
り

を
か
け
た
取
り
組
み
が
模
索
さ
れ
る
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
る
（
山
田 

2008: 12

）。

中
国
に
お
け
る
宗
教
復
興
の
過
程
を
、
寺
院
が
位
置
す
る
特
定
の

地
域
社
会
の
文
脈
の
み
か
ら
理
解
す
る
の
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
中
国
南
部
の
仏

教
復
興
に
関
す
る
研
究
（
足
羽 2000; 

ワ
ン
ク 2000

）
で
は
、
寺
院

の
復
興
が
海
外
在
住
の
富
裕
な
移
住
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら

れ
て
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
寺
院
の
活
動

は
、
海
外
か
ら
の
投
資
に
期
待
し
つ
つ
も
宗
教
組
織
の
強
大
化
を
警

戒
す
る
政
府
や
、
政
府
と
寺
院
を
仲
介
す
る
仏
教
協
会
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
組
織
を
巻
き
込
ん
だ
複
雑
な
関
係
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
提
示
さ
れ
た
の
は
、
宗
教
を
復
興

し
、
存
続
し
て
い
く
た
め
の
人
材
、
資
金
、
そ
し
て
政
治
的
な
正
当

性
が
、
単
一
の
地
域
を
越
え
た
多
様
な
社
会
関
係
の
な
か
か
ら
確
保
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ニ
マ
、
サ
ム
テ
ン
・
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
・
カ
ル
メ
イ
、
テ
ン
ジ
ン
・
ナ

ム
ダ
ク
を
招
聘
し
た
こ
と
で
あ
る
（Snellgrove 1980: v

）。
こ
の

三
人
は
い
ず
れ
も
現
在
ボ
ン
教
の
中
心
人
物
と
な
っ
て
い
る
。
先
述

し
た
ル
ン
ト
ク
・
テ
ン
ペ
ー
ニ
マ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
ボ
ン
教

の
研
究
教
育
活
動
に
従
事
し
た
後
、
一
九
六
九
年
に
メ
ン
リ
寺
座
主

に
着
任
し
た
。
ま
た
彼
と
同
じ
く
シ
ャ
ル
コ
ク
出
身
の
サ
ム
テ
ン
・

ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
・
カ
ル
メ
イ
（
一
九
三
六
年
～
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
を

拠
点
に
し
て
ボ
ン
教
研
究
者
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

ま
た
、
キ
ュ
ン
ポ
地
方
（
現
在
の
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
チ
ャ
ム
ド
近

郊
）
出
身
の
テ
ン
ジ
ン
・
ナ
ム
ダ
ク
（
一
九
二
六
年
～
）
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
教
育
研
究
活
動
を
行
っ
た
後
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
ボ
ン

教
経
典
の
出
版
事
業
に
関
わ
り
、
一
九
七
八
年
か
ら
八
六
年
ま
で
、

再
建
さ
れ
た
メ
ン
リ
寺
で
主
任
教
師（slob dpon

）を
務
め
た（Cech 

1986: 10

）。
ま
た
一
九
七
八
年
に
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
四
世
を
訪

問
し
、
ル
ン
ト
ク
・
テ
ン
ペ
ー
ニ
マ
が
ボ
ン
教
の
代
表
者
と
し
て

チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
か
ら
公
認
さ
れ
る
よ
う
に
交
渉
を
行
っ
て
い

る
（Shenten D

argye Ling 2009

）。
そ
し
て
一
九
八
七
年
に
は

ネ
パ
ー
ル
の
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
に
テ
ィ
テ
ン
・
ノ
ル
プ
ツ
ェ
寺
を
（
山

口 1999

）、
二
〇
〇
五
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
に
も
シ
ェ
ン
テ
ン
・
ダ
ル

ジ
ェ
リ
ン
寺
を
創
建
し
、
各
地
で
講
演
や
修
行
の
指
導
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
メ
ン
リ
寺
の
再
建
と
、
僧
侶
た
ち
の
活
動
を
通
じ

て
、
ボ
ン
教
は
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
社
会
に
お
い
て
一
定
の
地
位
を
確
立

し
、
欧
米
に
も
多
く
の
信
者
を
獲
得
す
る
な
ど
、
地
域
の
境
界
を
越

え
、
よ
り
普
遍
的
な
「
チ
ベ
ッ
ト
文
化
」
の
一
端
を
担
う
形
で
そ
の

活
動
範
囲
を
広
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

２ 

親
族
関
係
に
基
づ
く
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

 　

そ
の
再
生

国
際
的
な
ボ
ン
教
の
状
況
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
チ
ベ
ッ
ト
本
土
に
目

を
移
す
と
、
地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ン
教
の
伝
統
が
継
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
メ
ン
リ
寺
は
、
シ
ェ
ン
チ
ェ
ン
・
ル

ガ
以
来
の
教
義
の
伝
承
を
行
っ
て
い
る
寺
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占

め
る
が
、
ボ
ン
教
の
教
団
が
メ
ン
リ
寺
を
総
本
山
と
し
て
体
系
的
に

組
織
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
各
地
域
の
寺
院
は
独
立

し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
固
有
の
歴
史
的
文
脈
に
基
づ
い
た
寺
院
同

士
の
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
つ
な
が
り
を
読
み
解
く
要
素
の
ひ
と
つ
が
、
氏
族
宗
教
と

し
て
の
ボ
ン
教
の
性
格
で
あ
る
。
ツ
ェ
リ
ン
・
タ
ー
ル
（T

sering 
T

har 2000: 417

）
に
よ
る
と
、
ボ
ン
教
の
知
識
は
、
仏
教
伝
来
以

前
に
シ
ェ
ン
ポ（gshen po

）と
呼
ば
れ
て
い
た
祭
司
の
時
代
か
ら
、

特
定
の
氏
族
が
世
襲
に
よ
っ
て
受
け
継
い
で
き
た
と
い
う
。
こ
う
し

た
氏
族
の
う
ち
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
シ
ェ
ン
ラ
プ
・
ミ
ボ

の
血
を
ひ
く
と
い
わ
れ
る
シ
ェ
ン
氏
（gshen

）、
シ
ェ
ン
チ
ェ
ン
・

ル
ガ
の
弟
子
で
イ
ェ
ー
ル
・
エ
ン
サ
カ
寺
を
受
け
継
い
だ
ド
ゥ
氏

き
く
受
け
て
い
る
も
の
の
、
独
自
の
教
典
や
儀
礼
を
多
数
継
承
し
て

お
り
、寺
院
で
暮
ら
す
僧
侶
た
ち
や
在
家
の
信
徒
、行
者
た
ち
に
よ
っ

て
実
践
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ン
教
は
、
八
世
紀
の
テ
ィ
ソ
ン
・
デ
ツ
ェ
ン
王
の
時
代
に
迫
害

を
受
け
、
仏
教
の
隆
盛
と
対
照
的
に
そ
の
活
動
は
消
滅
寸
前
に
陥
っ

た
（K

arm
ay 1972: xxxii

）。
そ
の
後
、
一
一
世
紀
に
な
っ
て
シ
ェ

ン
チ
ェ
ン
・
ル
ガ
（
九
九
六
～
一
〇
三
五
年
）
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
た

教
え
を
再
発
見
し
、
そ
の
弟
子
た
ち
が
一
〇
七
二
年
に
チ
ベ
ッ
ト
の

ツ
ァ
ン
地
方
（
現
在
の
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
シ
ガ
ツ
ェ
近
郊
）
に
イ
ェ
ー

ル
・
エ
ン
サ
カ
寺
を
建
立
し
、
ボ
ン
教
教
学
の
研
究
が
始
ま
っ
た
と

さ
れ
る
（K

arm
ay 1972: xxxv

）。
イ
ェ
ー
ル
・
エ
ン
サ
カ
寺
は

一
三
八
六
年
に
洪
水
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
学
問
を
修

め
た
シ
ェ
ー
ラ
プ
・
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
（
一
三
五
六
～
一
四
一
五
年
）

が
同
じ
く
ツ
ァ
ン
地
方
に
建
立
し
た
メ
ン
リ
寺
に
お
い
て
そ
の
活
動

は
継
続
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
寺
院
に
お
け
る
体
系

的
な
教
義
の
継
承
の
伝
統
が
確
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
（K

vaerne 
1985: 5

）。
メ
ン
リ
寺
は
、そ
の
弟
子
に
よ
っ
て
一
八
三
四
年
に
ツ
ァ

ン
地
方
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
ユ
ン
ド
ゥ
ン
リ
ン
と
と
も
に
、
ボ
ン
教

教
学
の
中
心
地
と
し
て
の
位
置
を
確
立
し
て
き
た
。
四
川
省
の
ボ
ン

教
寺
院
で
も
、
と
く
に
一
九
五
〇
年
代
以
前
に
は
両
寺
院
に
学
び
に

い
く
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
話
が
聞
か
れ
る
。

二
〇
世
紀
中
盤
の
中
華
人
民
共
和
国
建
国
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
設

置
に
伴
う
混
乱
期
に
お
い
て
、
多
く
の
僧
侶
た
ち
が
中
国
国
外
に
脱

出
し
た
。
メ
ン
リ
寺
も
例
外
で
は
な
く
、
中
心
と
な
る
高
僧
た
ち
の

多
く
が
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
に
移
動
し
た
。
一
九
六
七
年
に
な
っ
て

イ
ン
ド
、
ヒ
マ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
ド
ー
ラ
ン
ジ
に
ボ
ン

教
徒
の
移
住
地
が
確
立
さ
れ
、
メ
ン
リ
寺
や
ユ
ン
ド
ゥ
ン
リ
ン
の
僧

侶
に
よ
っ
て
一
九
七
八
年
に
は
僧
侶
教
育
施
設
も
完
成
し
た
（
シ
ャ

ル
ザ
・
タ
シ
・
ギ
ャ
ル
ツ
ェ
ン
他 2007: 216-218

）。
現
在
の
指
導

者
で
あ
る
メ
ン
リ
寺
座
主
ル
ン
ト
ク
・
テ
ン
ペ
ー
ニ
マ
（
一
九
二
九

年
～
）
は
四
川
省
出
身
で
あ
り
、
後
述
す
る
シ
ャ
ル
コ
ク
地
方
の
Ｓ

寺
に
お
い
て
幼
少
期
を
過
ご
し
て
い
る
。
ド
ー
ラ
ン
ジ
で
は
チ
ベ
ッ

ト
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
出
身
の
僧
侶
た
ち
が
学
び
、
一
大
教
育
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ボ
ン
教

は
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統
宗
教
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
か
ら
認
め
ら

れ
、
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
代
表
者
議
会
（T

he A
ssem

bly of T
ibetan 

People's D
eputies

）
に
議
員
枠
を
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
イ
ン

ド
に
お
け
る
ボ
ン
教
を
め
ぐ
る
環
境
整
備
の
時
期
は
、
中
国
で
文
化

大
革
命
が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

中
国
で
宗
教
の
復
興
が
本
格
化
す
る
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
国
外
に

お
け
る
ボ
ン
教
実
践
の
拠
点
は
一
応
の
確
立
を
み
て
い
た
と
い
え

る
。同

時
期
に
、
ボ
ン
教
は
西
欧
世
界
と
の
接
点
を
持
ち
始
め
る
。
こ

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
英
国
の
チ
ベ
ッ
ト
学
者
で
あ
る
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
ス
ネ
ル
グ
ロ
ー
ヴ
が
一
九
六
一
年
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

財
団
の
後
援
を
得
て
、三
人
の
ボ
ン
教
僧
侶
、ル
ン
ト
ク
・
テ
ン
ペ
ー
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た
ら
す
茶
葉
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
よ
っ
て
ア
ム
ド
の
遊
牧
民
居
住
地

区
へ
輸
送
し
、
交
易
の
仲
介
人
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た

（Schrem
pf 2000: 324

）。
現
在
は
交
通
網
の
整
備
等
に
よ
り
キ
ャ

ラ
バ
ン
は
姿
を
消
し
、
生
業
は
畑
で
の
ハ
ダ
カ
オ
オ
ム
ギ＊

４

、
豆
類
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
栽
培
お
よ
び
夏
季
の
薬
草
採
集
、
小
規
模
な
牧

畜
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
貝
母
、
雪
蓮
花
な
ど
の
薬
草
は

漢
方
薬
の
原
料
と
し
て
売
却
さ
れ
、
重
要
な
現
金
収
入
源
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
近
年
の
重
要
な
傾
向
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
九
寨
溝
、
黄
龍
の
自
然
保
護
区
の
観

光
開
発
に
伴
う
雇
用
機
会
の
増
加
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く

に
松
潘
県
に
位
置
す
る
黄
龍
の
開
発
は
、
シ
ャ
ル
コ
ク
の
チ
ベ
ッ
ト

族
た
ち
に
観
光
関
係
の
施
設
に
お
け
る
就
労
の
機
会
を
も
た
ら
し

た
。
こ
う
し
た
雇
用
の
充
実
は
、
薬
草
採
集
と
と
も
に
、
人
々
を
経

済
的
に
支
え
る
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
。

シ
ャ
ル
コ
ク
に
は
現
在
七
つ
の
ボ
ン
教
寺
院
が
存
在
し
、
そ
の
う

ち
僧
侶
の
数
が
五
〇
人
を
越
え
る
比
較
的
大
規
模
な
も
の
は
五
つ
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
ボ
ン
教
寺
院
Ｓ
寺
（
仮
称
）

は
、
Ｓ
村
（
仮
称
）＊

５

に
隣
接
す
る
ボ
ン
教
寺
院
で
あ
り
、
二
〇
〇
九

年
現
在
八
五
人
の
僧
侶
が
生
活
し
て
い
る
。
Ｓ
寺
は
一
二
六
八
年
に

高
僧
ソ
ナ
ム
・
サ
ン
ボ
が
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ソ
ナ

ム
・
サ
ン
ボ
の
子
孫
に
あ
た
る
一
族
は
、
一
六
世
紀
ご
ろ
ま
で
世

襲
で
Ｓ
寺
を
受
け
継
い
で
き
た
が
（T

sering T
har 2003: 615

）、

そ
の
後
俗
人
の
地
方
領
主
と
し
て
寺
を
管
理
し
、
有
能
な
僧
侶
と

な
っ
た
者
に
限
っ
て
僧
院
長
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
継
承
は

一
九
五
〇
年
代
に
シ
ャ
ル
コ
ク
が
中
国
共
産
党
の
支
配
下
に
入
る
ま

で
続
い
た
。
彼
ら
の
血
を
ひ
く
最
後
の
僧
院
長
は
シ
ェ
ー
ラ
プ
・
テ

ン
ペ
ー
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
（
一
九
一
一
～
五
五
年
）
で
あ
り
、
当
時
の

領
主
の
弟
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
僧
院
長
は
、
推
薦
や
選
挙
に
よ
っ
て

選
ば
れ
て
い
る
。

ソ
ナ
ム
・
サ
ン
ボ
は
、
一
一
世
紀
に
ア
ム
ド
地
方
で
活
躍
し
た

松潘県

シャンシャドゥル
G寺

S寺
黄龍風景区

シャドゥンリ

岷
江

川主寺鎮

県城（進安鎮）

0　   　　　　　 50km

図２ シャルコクにおける聖山と
有力なボン教寺院の位置

（Bru

）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
（K

arm
ay 1972: 3-14

）。
世
襲
に
よ

る
継
承
は
、
仏
教
の
影
響
に
よ
っ
て
ト
ゥ
ル
ク
（sprul sku 
転
生

ラ
マ
）
制
に
切
り
替
え
ら
れ
た
り
（T

sering T
har 2000: 418

）、

メ
ン
リ
寺
の
よ
う
に
座
主
を
く
じ
引
き＊

３

で
選
ぶ
方
式
が
採
用
さ
れ
た

り
し
た
も
の
の
、
現
代
で
も
継
続
し
て
い
る
寺
院
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
世
襲
が
途
絶
え
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
か
つ
て
同
じ
氏
族
に

よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
寺
院
同
士
が
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
場
合

が
み
ら
れ
る
。

以
下
で
は
こ
う
し
た
事
例
と
し
て
、
中
国
四
川
省
、
シ
ャ
ル
コ
ク

地
方
の
寺
院
を
め
ぐ
る
親
族
関
係
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
シ
ャ

ル
コ
ク
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
で
「
東
の
地
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
文

字
通
り
チ
ベ
ッ
ト
文
化
圏
の
東
端
に
あ
た
り
、
漢
族
と
チ
ベ
ッ
ト
族

の
居
住
区
の
境
界
に
位
置
し
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統
的
地
域
区

分
（
ウ
・
ツ
ァ
ン
、
カ
ム
、
ア
ム
ド
）
で
は
ア
ム
ド
に
含
ま
れ
る
と

さ
れ
る
が
（K

arm
ay 1998a: 523

）、
住
民
が
ア
ム
ド
と
自
称
す
る

こ
と
は
少
な
い
。
現
在
の
行
政
区
分
で
は
四
川
省
の
ア
バ
チ
ベ
ッ
ト

族
チ
ャ
ン
族
自
治
州
（
阿
壩
藏
族
羌
族
自
治
州
）
の
松
潘
県
北
部
に

相
当
し
、岷
江
が
形
成
す
る
広
い
峡
谷
沿
い
に
広
が
る
地
域
で
あ
る
。

松
潘
県
は
四
川
省
北
部
の
山
岳
地
域
に
位
置
し
、
標
高
は
三
千
ｍ
を

超
え
る
。
シ
ャ
ル
コ
ク
に
点
在
す
る
集
落
は
ほ
と
ん
ど
が
チ
ベ
ッ
ト

族
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
が
、
県
政
府
が
あ
る
進
安
鎮
や
観
光
客
の

拠
点
と
し
て
開
発
が
進
む
川
主
寺
鎮
な
ど
に
は
漢
族
も
多
く
居
住

し
、
周
辺
に
は
回
族
の
集
落
も
み
ら
れ
る
。

シ
ャ
ル
コ
ク
は
ボ
ン
教
の
信
仰
が
さ
か
ん
な
こ
と
で
知
ら
れ
、
と

く
に
二
つ
の
聖
山
シ
ャ
ド
ゥ
ン
リ
（
標
高
五
五
八
八
ｍ
）
と
シ
ャ
ン

シ
ャ
ド
ゥ
ル
（
標
高
四
〇
五
〇
ｍ
）
お
よ
び
集
落
に
隣
接
す
る
寺
院

が
信
仰
の
場
と
な
っ
て
き
た
。
集
落
の
チ
ベ
ッ
ト
族
は
ほ
ぼ
す
べ
て

が
ボ
ン
教
徒
で
あ
る
。
中
国
共
産
党
の
支
配
下
に
入
る
前
に
は
、
地

方
領
主
に
統
治
さ
れ
る
小
規
模
な
集
落
の
連
合
体
が
複
数
存
在
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有
の
寺
院
と
聖
山
の
信
仰
を
持
ち
、
中
国

か
ら
も
ラ
サ
の
チ
ベ
ッ
ト
政
府
か
ら
も
独
立
し
て
い
た
（K

arm
ay 

1998b: 427-428
）。
人
々
は
雲
南
方
面
か
ら
漢
族
の
商
人
が
も

図１ 調査地の位置
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初
に
復
興
す
る
ボ
ン
教
寺
院
と
し
て
合
同
で
Ｇ
寺
（
仮
称
）
を
建
設

し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
九
年
現
在
シ
ャ
ル
コ
ク
内
の
異
な
る
寺
院

の
僧
侶
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
Ｓ
寺
の
学
僧
に

も
シ
ャ
ル
コ
ク
の
他
の
寺
院
の
出
身
者
は
一
人
も
含
ま
れ
て
い
な

い
。
ま
た
Ｇ
寺
を
除
い
て
は
、
Ｓ
寺
の
僧
侶
の
他
の
寺
院
へ
の
移
動

や
交
流
は
日
常
的
に
は
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
。
逆
に
、
た
と
え
ば
Ｓ

寺
で
旧
暦
二
月
に
行
わ
れ
る
チ
ャ
ム
（'cham

 

宗
教
舞
踊
）
を
は
じ

め
と
す
る
祭
り
に
は
、
ゾ
ル
ゲ
や
テ
ウ
ォ
な
ど
遠
方
の
寺
院
か
ら
Ｓ

寺
に
来
て
い
る
学
僧
た
ち
も
多
数
参
加
し
、
読
経
や
楽
器
の
演
奏
に

携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
Ｓ
寺
の
復
興
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
つ

な
が
り
の
再
生
と
活
性
化
は
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
だ
と
い
え
る
。

シ
ャ
ン
パ
ク
を
祖
と
す
る
一
族
に
よ
る
寺
院
の
継
承
は
途
絶
え
て

お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
実
際
の
親
族
関
係
が
寺
院
の
間
に
存
在

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
再
建
さ
れ
た
Ｓ
寺
の
本
堂
（'du 

khang

）
に
シ
ャ
ン
パ
ク
の
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、シ
ャ

ン
パ
ク
か
ら
連
な
る
継
承
の
流
れ
が
寺
院
の
ル
ー
ツ
と
し
て
記
憶
さ

れ
、
再
生
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
の
記
憶
を
共
有
す
る
寺

院
同
士
の
関
係
が
再
構
築
さ
れ
、
現
在
の
Ｓ
寺
を
支
え
る
に
い
た
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
シ
ャ
ル
コ
ク
と
い
う
地
理
的
実
体
に
と
ど
ま
ら

ず
、
過
去
に
お
け
る
移
動
や
交
流
の
累
積
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
宗
教
実
践
の
存
続
の
重
要
な
一
端
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
現
代
に
お
い
て
ボ
ン
教
は
国
際

的
な
展
開
と
、
寺
院
同
士
の
伝
統
的
つ
な
が
り
の
再
生
に
よ
っ
て
、

特
定
の
地
域
に
と
ど
ま
ら
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
き
た
。

そ
し
て
個
々
の
寺
院
は
、
比
較
的
閉
じ
た
地
域
と
し
て
の
村
に
基
盤

を
お
き
つ
つ
、
外
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
接
続
し
、
よ
り
多
様
な

関
係
性
の
な
か
で
宗
教
実
践
の
存
続
を
目
指
し
て
い
る
。次
節
で
は
、

よ
り
具
体
的
に
Ｓ
寺
の
復
興
過
程
を
と
り
あ
げ
、
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
復
興
に
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

Ⅱ 

Ｓ
寺
の
復
興
過
程
に
み
る
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
つ
て
Ｓ
寺
は
シ
ャ
ル
コ
ク
の
一
寺
院
と
し
て
人
材
面
、
経
済
面

を
村
落
に
依
存
し
、ま
た
僧
侶
た
ち
は
ア
ジ
・
シ
ョ
ン
ゾ
ン
、グ
ワ
・

シ
ョ
ン
ゾ
ン
の
両
寺
な
ど
の
親
族
関
係
の
あ
る
寺
院
や
、
メ
ン
リ
寺

を
は
じ
め
と
す
る
教
学
研
究
の
中
心
と
の
間
の
移
動
と
交
流
を
行
い

な
が
ら
そ
の
活
動
を
存
続
さ
せ
て
き
た
。
文
化
大
革
命
に
よ
る
破
壊

と
そ
こ
か
ら
の
復
興
を
経
て
、
寺
院
の
基
本
的
な
性
格
は
変
わ
ら
な

い
も
の
の
、
再
生
し
た
寺
院
同
士
の
つ
な
が
り
や
、
国
際
的
に
拡
大

す
る
ボ
ン
教
の
枠
組
み
と
も
関
係
し
た
な
か
で
宗
教
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
。
な
か
で
も
Ｓ
寺
が
イ
ン
ド
在
住
の
メ
ン
リ
寺
座
主
ル
ン
ト

ク
・
テ
ン
ペ
ー
ニ
マ
の
出
身
寺
で
あ
る
こ
と
は
、
寺
院
の
人
々
に
外

部
と
の
つ
な
が
り
を
否
応
な
く
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下

活
仏
、
シ
ャ
ン
パ
ク
か
ら
五
代
後
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
現
在
Ｓ
寺
で
主
任
教
師
を
つ
と
め
る
Ａ
Ｐ
（
仮
名
、
一
九
六
八

年
～
）
の
話
に
よ
る
と
、
シ
ャ
ン
パ
ク
は
ト
パ
ク
、
ツ
ォ
パ
ク
と
と

も
に
三
パ
ク
パ
と
呼
ば
れ
た
聖
人
の
一
人
で
あ
り
、
非
常
に
強
い
法

力
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
シ
ャ
ン
パ
ク
の
息
子
た
ち
は
ゾ

ル
ゲ
（
現
在
の
ア
バ
州
若
爾
蓋
県
）
に
ア
ジ
・
シ
ョ
ン
ゾ
ン
寺
と
グ

ワ
・
シ
ョ
ン
ゾ
ン
寺
と
い
う
二
つ
の
寺
院
を
建
立
し
た
。
彼
ら
の
子

孫
で
あ
る
ソ
ナ
ム
・
サ
ン
ボ
は
、
ア
ジ
・
シ
ョ
ン
ゾ
ン
寺
の
高
僧
と

な
っ
て
い
た
が
、
当
時
の
シ
ャ
ル
コ
ク
の
領
主
に
招
か
れ
、
草
原
地

帯
の
ゾ
ル
ゲ
か
ら
一
〇
〇
キ
ロ
以
上
南
に
あ
る
峡
谷
の
シ
ャ
ル
コ
ク

に
移
住
し
、
Ｓ
寺
を
創
建
し
た
（T

sering T
har 2003: 615

）。
そ

の
結
果
ア
ジ
・
シ
ョ
ン
ゾ
ン
寺
、
グ
ワ
・
シ
ョ
ン
ゾ
ン
寺
、
Ｓ
寺
は

分
家
同
士
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
寺
院
の
後
継
者
が
い
な
い
と
き
に

は
高
僧
を
派
遣
し
合
っ
た
と
い
う
。
実
際
に
、
Ｓ
寺
の
僧
院
長
の
歴

代
二
一
人
の
う
ち
、
初
代
ソ
ナ
ム
・
サ
ン
ボ
を
除
け
ば
八
代
目
と

一
二
代
目
の
少
な
く
と
も
二
人
が
ア
ジ
・
シ
ョ
ン
ゾ
ン
寺
の
出
身
で

あ
る
（
澤
仁
扎
西2006: 161

）。
さ
ら
に
、
こ
の
三
つ
の
寺
院
を
受

け
継
い
だ
人
々
は
各
地
に
新
た
な
寺
院
を
建
立
し
た
。
そ
れ
は
現
在

ゾ
ル
ゲ
に
三
ヵ
所
、テ
ウ
ォ
（
現
在
の
甘
粛
省
迭
部
県
）
に
三
ヵ
所
、

ア
バ
州
九
寨
溝
県
に
二
ヵ
所
の
少
な
く
と
も
八
ヵ
所
あ
り（T

sering 
T

har 2003: 249-267, 582-635

）、
い
ず
れ
も
シ
ャ
ル
コ
ク
の
外
部

に
位
置
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
、
い
わ
ば
親
族
関
係
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
寺
院
同
士
の

関
係
は
、
宗
教
復
興
の
な
か
で
再
生
し
、
活
性
化
し
つ
つ
あ
る
。
た

と
え
ば
、
Ｓ
寺
の
僧
侶
教
育
の
復
興
に
お
い
て
は
こ
の
つ
な
が
り
が

決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
Ｓ
寺
で
は
、
一
九
九
九
年
に
主

任
教
師
Ａ
Ｐ
が
着
任
し
て
以
降
、
本
格
的
な
教
育
施
設
の
整
備
が
進

行
し
た
。
Ａ
Ｐ
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
各
地
を
め
ぐ
っ
て
修
行
を
積
み
、

ゾ
ル
ゲ
に
滞
在
し
て
い
た
と
き
に
、
ア
ジ
・
シ
ョ
ン
ゾ
ン
寺
の
僧
院

長
で
著
名
な
学
僧
で
も
あ
る
ジ
メ
・
オ
ゼ
（
一
九
三
五
年
～
）
の
勧

め
を
受
け
て
出
身
地
の
Ｓ
寺
に
戻
り
、
教
師
と
な
る
こ
と
を
決
断
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
Ｓ
寺
は
Ｓ
村
だ
け
で
は
な
く
シ
ャ
ル
コ
ク

外
部
の
寺
院
か
ら
も
学
僧
を
受
け
入
れ
、
二
〇
〇
七
年
に
は
五
七
人

の
学
僧
の
う
ち
一
六
人
が
シ
ャ
ル
コ
ク
外
部
の
出
身
者
に
よ
っ
て
占

め
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
出
身
寺
院
は
先
述
し
た
八
ヵ
所
の
う
ち
の

五
ヵ
所
（
ゾ
ル
ゲ
一
、
テ
ウ
ォ
三
、九
寨
溝
県
一
）
で
あ
る
が
、
ツ
ェ

リ
ン
・
タ
ー
ル
（T

sering T
har 2003: 258-266, 586-599, 643-

650

）
に
よ
る
と
い
ず
れ
も
ア
ジ
・
シ
ョ
ン
ゾ
ン
寺
お
よ
び
グ
ワ
・

シ
ョ
ン
ゾ
ン
寺
と
歴
史
的
に
強
い
結
び
つ
き
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
。

親
族
関
係
に
基
づ
い
た
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
し
ば
し
ば
地
理

的
実
体
と
し
て
の
シ
ャ
ル
コ
ク
の
枠
組
み
よ
り
も
強
固
な
結
び
つ
き

を
示
し
て
い
る
。
シ
ャ
ル
コ
ク
に
は
Ｓ
寺
を
含
め
て
五
つ
の
比
較
的

大
規
模
な
ボ
ン
教
寺
院
が
存
在
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
独
立
し
て

運
営
さ
れ
て
お
り
、
Ｓ
寺
と
の
明
確
な
親
族
関
係
は
存
在
し
な
い
。

次
節
で
詳
述
す
る
が
、
こ
れ
ら
五
つ
の
寺
院
は
一
九
八
〇
年
代
初
期

の
段
階
に
お
い
て
は
連
合
し
て
宗
教
復
興
を
目
指
し
、
松
潘
県
で
最
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ル
ン
ト
ク
・
テ
ン
ペ
ー
ニ
マ
や
サ
ム
テ
ン
・
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
・
カ
ル

メ
イ
と
い
っ
た
現
在
中
国
国
外
在
住
の
人
物
た
ち
と
も
同
級
で
あ
っ

た
。さ

ら
に
、
現
在
の
シ
ャ
ル
コ
ク
の
僧
侶
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
の
は
教
師
に
着
任
し
た
ケ
ル
サ
ン
・
ダ
ル
ジ
（
？
～
一
九
八
四

年
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
先
述
し
た
五
つ
の
ボ
ン
教
寺
院
の
ひ
と
つ
Ｒ

寺
の
出
身
で
あ
り
、
Ｒ
寺
で
学
ん
だ
後
に
甘
粛
省
の
ゲ
ル
ク
派
の
大

寺
ラ
ブ
ラ
ン
で
論
理
学
（tshad m

a

）
を
五
年
間
、
さ
ら
に
ラ
サ
に

あ
る
ゲ
ル
ク
派
の
学
問
寺
デ
プ
ン
寺
で
六
年
、
ま
た
ボ
ン
教
教
学
研

究
の
中
心
の
ひ
と
つ
ユ
ン
ド
ゥ
ン
リ
ン
で
三
年
の
修
行
を
行
っ
た
。

彼
が
ユ
ン
ド
ゥ
ン
リ
ン
に
い
る
こ
ろ
文
化
大
革
命
が
始
ま
り
、
外
地

に
い
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
実
家
に
戻
っ
て
生
活
し

て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
一
九
七
八
年
ご
ろ
か
ら
聖
山
シ
ャ
ン
シ
ャ

ド
ゥ
ル
近
く
の
洞
窟
で
瞑
想
修
行
を
開
始
し
て
い
た
が
、
人
々
に
請

わ
れ
て
Ｇ
寺
の
教
師
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
に
六
〇
数
名
の
若
い
僧

侶
が
彼
に
入
門
し
た
。
現
在
シ
ャ
ル
コ
ク
の
各
寺
院
の
中
心
を
担
う

僧
侶
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
彼
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
い
、
Ｓ
寺
の

主
任
教
師
で
あ
る
Ａ
Ｐ
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
は
、
ケ
ル
サ

ン
・
ダ
ル
ジ
が
ボ
ン
教
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
派
の
歴
史
や

教
義
に
精
通
し
て
い
た
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
現
在
Ｓ
寺
の
僧
院
長

を
務
め
る
Ａ
Ｊ
（
仮
名
、一
九
七
〇
年
～
）
や
、管
理
主
任
の
Ｊ
Ｏ
（
仮

名
、
一
九
七
〇
年
～
）
も
ケ
ル
サ
ン
・
ダ
ル
ジ
の
下
で
学
ん
だ
経
験

を
持
つ
。
し
か
し
一
九
八
四
年
に
、
ケ
ル
サ
ン
・
ダ
ル
ジ
は
世
を
去

る
こ
と
に
な
る
。
彼
の
死
後
も
、
Ｇ
寺
で
は
各
寺
出
身
の
学
僧
た
ち

が
教
師
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
が
復
興
す

る
に
つ
れ
て
、
僧
侶
た
ち
も
自
分
の
出
身
寺
へ
と
戻
っ
て
い
っ
た
と

い
う
。

Ｓ
寺
の
再
建
の
許
可
が
出
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
初
頭

の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
寺
院
の
あ
っ
た
場
所
に

テ
ン
ト
を
張
り
、
読
経
な
ど
の
活
動
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、
再
建
が

始
ま
っ
た
の
は
一
九
八
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
に
僧
院

長
に
着
任
し
た
の
が
、
ロ
プ
サ
ン
・
ジ
ャ
ム
ツ
ォ
（
？
～
一
九
九
五

年
？
）
で
あ
る
。
彼
も
ま
た
テ
ン
ジ
ン
・
ロ
ド
ゥ
・
ジ
ャ
ム
ツ
ォ
の

弟
子
で
あ
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
Ｓ
寺
で
修
行
を
行
っ
た
後
、
さ

ま
ざ
ま
な
寺
院
の
高
僧
た
ち
を
訪
ね
歩
き
、
数
々
の
経
典
を
Ｓ
寺
に

持
ち
帰
っ
た
。
そ
れ
ら
の
経
典
は
文
化
大
革
命
中
集
落
の
人
々
が
隠

し
て
お
き
、
い
ま
で
も
Ｓ
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
一
九
七
八

年
頃
に
、
洞
窟
で
修
行
を
再
開
し
て
い
た
ケ
ル
サ
ン
・
ダ
ル
ジ
の
横

に
小
さ
な
庵
を
作
り
、
三
～
四
年
に
わ
た
り
修
行
を
行
っ
て
い
た
。

そ
し
て
民
衆
の
求
め
に
応
じ
て
山
を
降
り
て
僧
院
長
に
な
っ
た
と
い

う
。
後
に
彼
は
師
で
あ
る
テ
ン
ジ
ン
・
ロ
ド
ゥ
・
ジ
ャ
ム
ツ
ォ
の
伝

記
を
著
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
期
に
主
任
教
師
に
な
っ
た
の
が
テ
ン

バ
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
（
？
～
一
九
九
九
年
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
か
つ
て

テ
ン
ジ
ン
・
ロ
ド
ゥ
・
ジ
ャ
ム
ツ
ォ
の
弟
子
で
あ
り
、
同
じ
く
ケ
ル

サ
ン
・
ダ
ル
ジ
と
瞑
想
修
行
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
復
興
の
最
初
期
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

で
は
、
シ
ャ
ル
コ
ク
と
Ｓ
寺
に
お
け
る
宗
教
復
興
の
過
程
を
主
に
関

係
者
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
再
構
成
し
、
復
興
に
お
け
る
寺
院
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
役
割
を
分
析
す
る
。
そ
れ
は
、
Ｓ
寺
を
含
む
シ
ャ
ル
コ
ク

の
有
力
な
ボ
ン
教
寺
院
が
合
同
で
Ｇ
寺
を
建
設
し
、
各
寺
院
出
身
の

高
僧
が
協
力
し
て
シ
ャ
ル
コ
ク
内
部
で
の
宗
教
的
知
識
の
継
承
を
確

保
す
る
段
階
と
、
復
興
が
進
む
に
つ
れ
て
Ｓ
寺
固
有
の
文
脈
が
顕
在

化
し
、
よ
り
多
様
な
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
接
続
が
行
わ
れ
る
段

階
に
分
か
れ
て
い
る
。

１ 

地
域
レ
ベ
ル
で
の
宗
教
復
興
と

　

 

宗
教
的
知
識
の
継
承

Ｓ
寺
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は
寺
院
と
し
て
の
機
能
を
停
止

し
、
僧
院
長
を
は
じ
め
多
く
の
高
僧
が
逮
捕
さ
れ
る
と
と
も
に
、
す

べ
て
の
僧
侶
が
還
俗
し
て
出
身
地
の
村
で
農
作
業
に
従
事
し
た
。
当

時
は
建
造
物
の
多
く
が
接
収
さ
れ
、
政
府
の
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
が
、
寺
院
の
中
心
で
あ
る
本
堂
が
一
九
六
八
年
に
破
壊
さ

れ
、
そ
の
材
木
は
五
㎞
ほ
ど
離
れ
た
町
で
あ
る
川
主
寺
鎮
に
送
ら
れ

た
後
、
政
治
集
会
や
映
画
の
上
映
に
使
わ
れ
る
集
会
堂
の
建
設
に
充

て
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
文
化
大
革
命
の
終
結
後
、
宗
教
政
策

が
見
直
さ
れ
た
一
九
七
八
年
当
時
は
、
読
経
や
儀
礼
の
た
め
の
建
造

物
は
存
在
し
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
当
時
、
松
潘
県
に
お
い
て
宗
教

施
設
の
建
設
は
宗
派
ご
と
に
一
ヵ
所
の
み
許
可
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ボ
ン
教
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ
ル
ク
派
、
回
族
が

信
仰
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
三
つ
に
対
し
、
建
設
が
許
可
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
ボ
ン
教
に
関
し
て
は
、
シ
ャ
ル
コ
ク
地
方
内
に
寺

院
が
多
く
存
在
し
、
再
建
の
順
序
が
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｓ

寺
を
含
む
有
力
な
五
つ
の
ボ
ン
教
寺
院
の
僧
侶
た
ち
が
協
議
し
た
結

果
、
新
た
に
Ｇ
寺
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｇ
寺
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
文
化
大
革
命

を
生
き
抜
い
た
各
寺
院
の
年
長
の
僧
侶
た
ち
で
あ
っ
た
。
ボ
ン
教
寺

院
の
中
心
と
な
る
僧
侶
は
、
儀
礼
の
執
行
や
教
育
を
担
当
す
る
高
僧

と
、
事
務
や
僧
侶
の
監
督
を
担
当
す
る
管
理
僧
か
ら
な
る
。
寺
院
ご

と
に
細
か
い
役
職
に
は
差
異
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
最
も
重
要
な
役

割
を
し
め
る
僧
院
長
、
主
任
教
師
、
管
理
主
任
（dgon tar

）
に
つ

い
て
と
り
あ
げ
る
。
僧
院
長
の
Ｓ
Ｔ
（
仮
名
、
一
九
三
四
年
～
）
は

Ｓ
村
の
出
身
で
、
Ｓ
寺
で
修
行
し
た
後
、
現
在
の
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区

の
い
く
つ
か
の
寺
院
で
学
ん
だ
経
験
を
持
つ
。
文
化
大
革
命
の
時
に

逮
捕
さ
れ
た
が
そ
の
後
釈
放
さ
れ
た
。
ま
た
管
理
主
任
に
な
っ
た
Ｎ

Ｎ
（
仮
名
、
一
九
三
五
年
～
）
は
Ｓ
村
の
隣
村
の
出
身
で
、
Ｓ
寺
で

修
行
を
し
、
一
九
五
九
年
に
い
っ
た
ん
還
俗
し
て
い
た
が
一
九
八
〇

年
に
再
び
僧
侶
と
な
っ
た
。
彼
は
同
時
に
Ｓ
寺
の
管
理
に
も
関
わ
っ

て
い
た
が
、
当
時
Ｓ
寺
は
建
造
物
も
な
く
読
経
の
た
め
の
テ
ン
ト
が

建
っ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
ら
二
人
は
、
と
も
に
か
つ

て
Ｓ
寺
に
お
い
て
僧
院
長
兼
主
任
教
師
で
あ
っ
た
テ
ン
ジ
ン
・
ロ

ド
ゥ
・
ジ
ャ
ム
ツ
ォ
（
一
八
八
九
～
一
九
七
五
年
）
の
弟
子
で
あ
り
、
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が
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
は
僧
侶
と
集
落
の
人
々
、
そ
し
て
村
外
か

ら
雇
っ
た
漢
族
の
職
人
が
作
業
に
参
加
し
た
。
集
落
の
人
々
に
つ
い

て
は
、
Ａ
Ｔ
が
Ｓ
村
と
、
隣
接
す
る
二
つ
の
村
の
村
長
に
要
請
し
、

一
戸
当
た
り
一
人
の
参
加
を
義
務
づ
け
た
の
で
あ
る
。
漢
族
の
職
人

を
除
い
て
給
料
は
払
わ
ず
、
作
業
の
最
終
日
に
寺
で
酒
食
を
提
供
し

て
宴
会
を
開
い
た
と
い
う
。
建
物
の
完
成
後
、
外
壁
の
壁
画
を
描
い

た
の
は
Ｇ
寺
か
ら
来
た
バ
ジ
ン
チ
ョ
と
い
う
僧
侶
で
あ
っ
た
。
彼
は

絵
の
達
人
で
あ
り
、
い
く
つ
も
の
寺
の
壁
画
を
描
い
た
と
い
う
。
こ

の
よ
う
に
Ａ
Ｔ
を
調
整
役
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
手
に
よ
っ

て
、
一
九
八
七
年
ま
で
に
は
本
堂
が
完
成
し
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ

た
の
は
古
く
か
ら
Ｓ
寺
を
支
え
て
き
た
集
落
の
人
々
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

そ
し
て
Ｓ
寺
が
一
応
の
体
裁
を
整
え
始
め
た
時
期
と
前
後
し
て
、

イ
ン
ド
か
ら
の
高
僧
の
訪
問
が
相
次
い
だ
。
ま
ず
、
七
日
間
に
わ
た

る
開
眼
法
要
が
、
当
時
イ
ン
ド
の
ド
ー
ラ
ン
ジ
で
主
任
教
師
を
務
め

て
い
た
テ
ン
ジ
ン
・
ナ
ム
ダ
ク
の
主
宰
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た＊

６

。
こ
の

と
き
に
は
シ
ャ
ル
コ
ク
の
他
の
寺
院
の
高
僧
た
ち
も
一
堂
に
集
ま
っ

て
法
要
を
行
っ
た
と
い
う
。
ま
た
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
ル
ン

ト
ク
・
テ
ン
ペ
ー
ニ
マ
も
二
回
に
わ
た
っ
て
Ｓ
寺
に
「
帰
郷
」
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
Ｓ
寺
が
よ
り
広
い
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
の
接
点
を
持
ち
始
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
Ｓ
寺
は
設
備
を
積
極
的
に
整
備
し
、
破
壊
さ
れ
て
い
た

門
や
寺
周
囲
の
巡
礼
道
も
整
備
さ
れ
、
寺
院
と
し
て
の
形
が
ほ
ぼ
完

成
し
た
の
は
、
二
〇
〇
三
年
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
背
景
に

は
、
開
発
に
伴
う
集
落
の
人
々
の
経
済
状
況
の
改
善
に
よ
る
寄
付
の

増
加＊

７

、
そ
し
て
二
〇
〇
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
Ｓ
寺
の
観
光
客
向
け
公

開
に
伴
う
入
場
料
収
入
の
発
生
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
、

い
わ
ば
寺
院
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
と
平
行
し
て
、
ソ
フ
ト
面
で
あ
る

教
育
の
充
実
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
教
育
の
再
構
築
に
つ
い
て

は
別
稿
に
て
く
わ
し
く
論
じ
た
（
小
西 2009

）
が
、
前
節
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、
主
任
教
師
Ａ
Ｐ
の
就
任
と
学
僧
の
移
動
に
関
し
て
、

親
族
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ

し
て
、
寺
院
の
知
識
的
中
核
を
担
う
人
材
が
積
極
的
に
養
成
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
ひ
と
つ
の
表
れ
が
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
一
日
か
ら
二
二

日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
ゲ
シ
ェ
ー
（dge bshes 

博
士
に
相
当
す

る
学
位
）
の
学
位
授
与
式
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
Ａ
Ｐ
の
下
で
学
ん
だ

四
人
の
学
僧
（
い
ず
れ
も
二
〇
代
）
が
参
加
し
、
ボ
ン
教
の
教
義
に

関
す
る
討
論
形
式
の
試
験
を
経
て
、
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
式

典
の
立
会
人
と
し
て
複
数
の
高
僧
が
出
席
し
た
。
そ
の
な
か
に
は
、

ツ
ァ
ン
地
方
の
リ
・
ギ
ェ
ル
寺
の
僧
院
長
ノ
ル
ブ
・
ワ
ン
ギ
ャ
ル
が

含
ま
れ
る
。
彼
は
、
ボ
ン
教
の
創
始
者
シ
ェ
ン
ラ
プ
・
ミ
ボ
の
血
を

引
く
と
さ
れ
る
シ
ェ
ン
氏
の
後
継
者
で
あ
り
、
ボ
ン
教
の
継
承
に

と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。
Ｓ
寺
の
僧
院
長
Ａ
Ｊ
が

終
始
付
き
従
っ
て
身
の
回
り
の
世
話
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、

こ
の
高
僧
の
重
要
な
位
置
づ
け
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
僧
侶
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
テ
ン
ジ
ン
・
ロ
ド
ゥ
・
ジ
ャ
ム
ツ
ォ
と

ケ
ル
サ
ン
・
ダ
ル
ジ
と
い
う
二
人
の
高
僧
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
は
、
政
治
的
変
動
に
よ
っ
て
中
断
を
経
る
前

か
ら
の
宗
教
知
識
の
継
承
ラ
イ
ン
が
再
生
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
は
行
政
側
の
制
約
も
あ
り
、
松
潘
県
と
い
う
地
域
内
で

の
宗
教
復
興
が
最
優
先
さ
れ
た
た
め
、
地
域
に
お
け
る
寺
院
の
つ
な

が
り
が
強
化
さ
れ
た
。
Ｇ
寺
の
建
設
を
通
じ
て
シ
ャ
ル
コ
ク
の
ほ
ぼ

す
べ
て
の
僧
侶
が
集
ま
り
、
高
僧
が
伝
承
し
て
い
た
知
識
が
共
有
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

２ 

Ｓ
寺
固
有
の
文
脈
の
顕
在
化
と
、

　

 

多
様
な
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
接
続

一
九
八
〇
年
代
中
盤
に
さ
し
か
か
る
と
、
宗
教
復
興
は
各
寺
院

の
再
建
へ
と
そ
の
場
を
移
す
。
一
九
八
五
年
か
ら
本
格
化
し
た
Ｓ

寺
の
再
建
に
際
し
て
は
、
管
理
主
任
に
着
任
し
た
Ａ
Ｔ
（
仮
名
、

一
九
三
六
年
～
）
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
彼
は
幼
い
こ
ろ
か

ら
Ｓ
寺
で
修
行
を
始
め
た
が
、
一
般
の
僧
侶
だ
っ
た
の
で
文
化
大
革

命
の
と
き
も
逮
捕
さ
れ
ず
、
実
家
で
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か

し
優
れ
た
建
築
・
設
計
の
才
能
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
改
革
開
放
後

は
Ｓ
寺
だ
け
で
は
な
く
、
ユ
ン
ド
ゥ
ン
リ
ン
な
ど
、
シ
ャ
ル
コ
ク
内

外
の
多
く
の
寺
院
や
仏
塔
の
再
建
に
も
協
力
し
て
き
た
。
Ｓ
寺
の
再

建
に
際
し
て
、
資
材
の
調
達
か
ら
僧
院
長
の
選
定
に
い
た
る
ま
で
、

政
府
や
民
衆
と
寺
院
と
の
調
整
役
を
担
っ
て
き
た
と
い
う
。

Ａ
Ｔ
に
よ
る
と
、
Ｓ
寺
の
再
建
は
す
べ
て
寄
付
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

た
と
い
う
。
当
時
は
経
済
状
況
も
交
通
事
情
も
悪
く
、
僧
院
長
ロ
プ

サ
ン
・
ジ
ャ
ム
ツ
ォ
ら
が
み
ず
か
ら
寄
付
を
求
め
て
各
地
を
訪
れ
て

い
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
夏
に
は
牧
畜
民
か
ら
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ

を
、
冬
に
は
、
農
民
か
ら
穀
物
の
寄
付
を
受
け
、
町
で
売
却
し
て
資

金
が
集
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
比
較
的
裕
福
な
人
々
や
、
文
化
大
革
命

の
際
に
財
産
を
隠
し
て
い
た
人
々
か
ら
は
直
接
現
金
が
寄
付
さ
れ
た

と
い
う
。
こ
の
と
き
特
に
多
く
の
寄
付
を
し
た
の
は
イ
ン
ド
在
住
の

メ
ン
リ
寺
座
主
ル
ン
ト
ク
・
テ
ン
ペ
ー
ニ
マ
の
実
家
で
あ
り
、
一
千

元
が
提
供
さ
れ
た
。
ま
た
Ａ
Ｔ
の
家
や
他
の
一
部
の
僧
侶
の
家
も
、

親
戚
か
ら
多
額
の
資
金
を
集
め
て
再
建
の
た
め
に
提
供
し
た
と
い

う
。建

築
の
た
め
の
木
材
は
、
僧
侶
た
ち
が
自
ら
山
で
切
り
出
し
て
き

た
も
の
に
加
え
て
、
当
時
の
村
長
や
党
書
記
の
協
力
に
よ
っ
て
村
に

あ
っ
た
合
作
社
の
倉
庫
が
提
供
さ
れ
た
。
ま
た
木
材
の
伐
採
に
あ

た
っ
て
は
政
府
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
Ａ
Ｔ
が
松
潘
県
の

林
業
局
で
交
渉
を
重
ね
、
許
可
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う
。

し
か
し
当
初
許
可
さ
れ
た
分
の
み
で
は
、
と
う
て
い
建
設
で
き
る
だ

け
の
木
材
は
集
ま
ら
ず
、
後
か
ら
彼
が
個
人
的
な
コ
ネ
を
使
っ
て
枠

を
拡
大
し
て
も
ら
う
交
渉
を
行
っ
た
と
い
う
。
木
材
の
運
搬
に
は
、

集
落
の
人
々
も
参
加
し
た
。
こ
う
し
て
集
め
た
木
材
は
、
一
九
八
五

年
の
九
月
ご
ろ
に
は
十
分
な
量
が
揃
い
、
ま
ず
現
在
の
本
堂
の
再
建
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あ
る
。

本
稿
で
扱
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
レ
ベ

ル
の
移
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
ひ
と
つ
は
、
政
治
的

背
景
に
基
づ
く
中
国
か
ら
イ
ン
ド
な
ど
国
外
へ
の
僧
侶
・
信
者
の
移

動
、
も
う
ひ
と
つ
は
よ
り
狭
い
地
域
間
に
お
け
る
僧
侶
の
移
動
の
歴

史
的
蓄
積
で
あ
る
。
前
者
は
、
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
越
境
を
も
た

ら
し
、よ
り
普
遍
的
な
「
ボ
ン
教
」
教
団
の
枠
組
み
を
生
み
出
し
た
。

外
部
か
ら
来
た
高
僧
た
ち
が
Ｓ
寺
の
重
要
な
儀
礼
に
参
加
し
て
い
る

こ
と
は
、
Ｓ
寺
が
よ
り
普
遍
的
な
ボ
ン
教
の
伝
統
の
な
か
に
自
ら
を

位
置
づ
け
る
動
き
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｓ
寺
出
身
の
ル
ン
ト

ク
・
テ
ン
ペ
ー
ニ
マ
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
ボ
ン
教
の
中
心
を
支

え
、
そ
の
伝
統
を
体
現
す
る
人
々
が
立
ち
会
う
こ
と
で
、
Ｓ
寺
の
僧

侶
た
ち
は
自
分
が
ボ
ン
教
の
継
承
の
一
端
に
連
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
一
方
後
者
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
寺
院

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
復
興
期
に
お
い
て

再
想
起
さ
れ
、
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
関
係
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
、

Ｓ
寺
が
固
有
の
ル
ー
ツ
を
再
確
認
し
、
そ
の
伝
統
の
な
か
で
活
動
を

存
続
す
る
基
盤
を
提
供
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
が
と
り
あ
げ
て
き
た
の
は
、
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の

関
係
の
な
か
で
、
彼
ら
の
ボ
ン
教
信
仰
の
中
核
と
な
る
宗
教
の
価
値

が
い
か
に
保
持
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

そ
れ
は
宗
教
的
知
識
の
継
承
と
そ
の
位
置
づ
け
の
確
立
で
あ
っ
た
。

宗
教
復
興
の
な
か
で
、
文
化
大
革
命
以
前
か
ら
受
け
継
が
れ
た
知
識

の
継
承
ラ
イ
ン
が
確
保
さ
れ
、
そ
れ
が
よ
り
大
き
な
ボ
ン
教
の
伝
統

の
一
端
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
こ
そ
が
、
さ
ま
ざ
ま
に
そ
の
姿
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
存
続
す
る
宗

教
実
践
の
場
と
し
て
の
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
支
え
る
軸
と
な
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。

Ｓ
寺
は
、
在
家
信
者
と
の
密
接
な
関
係
を
通
し
て
「
村
の
寺
」
と

し
て
の
役
割
を
保
持
し
つ
つ
も
、
地
理
的
実
体
と
し
て
の
シ
ャ
ル
コ

ク
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
を
越
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
性
の
な
か
で

存
続
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
く
る
宗
教
実

践
の
場
を
対
象
に
、
本
稿
は
寺
院
と
ボ
ン
教
が
経
験
し
て
き
た
過
程

を
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
示
し
て
き
た
。
本
稿
が
取
り
上
げ
た
ミ
ク

ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
Ｓ
寺
を
中
心
に
し
て
、
再
生
／
越
境
す
る
多

様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
相
互
関
係
の
な
か
で
そ
の
姿
を
不
断
に
変

化
さ
せ
な
が
ら
存
続
し
て
き
た
空
間
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
、
ボ
ン
教
の
「
伝
統
」
の
連
続
性
を
軸
に
し

な
が
ら
、
宗
教
実
践
の
存
続
と
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
が
続
け
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

◉
謝
辞

　
　
　

本
稿
に
関
す
る
調
査
研
究
に
は
、
平
成
二
〇
年
度
、
二
一
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
の
交
付
を
受
け
た
。
ま
た
科

学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
チ
ベ
ッ
ト
の
文
化
復
興
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
形
成
に
関
す
る
文
化
人
類
学
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
煎
本

孝
）
に
研
究
協
力
者
と
し
て
参
加
し
た
。
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
京
都
大

た
、
先
述
し
た
ア
ジ
・
シ
ョ
ン
ゾ
ン
寺
の
ジ
メ
・
オ
ゼ
や
、
Ｇ
寺
の

僧
院
長
で
Ｓ
寺
出
身
の
Ｓ
Ｔ
も
参
列
し
て
い
た
。
一
方
で
、
シ
ャ
ル

コ
ク
の
他
の
ボ
ン
教
寺
院
の
僧
侶
は
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い
な
か
っ

た
。こ

こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
宗
教
復
興
の
場
が
Ｇ
寺
か
ら
Ｓ
寺

に
移
る
に
つ
れ
て
、
Ｓ
寺
固
有
の
文
脈
が
顕
在
化
し
、
外
部
と
の
独

自
の
接
点
も
現
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
寺
院

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
再
生
さ
れ
る
と
と
も
に
、
重
要
な
儀
礼
を
通
じ

て
、
よ
り
大
き
な
「
ボ
ン
教
」
の
枠
組
み
を
形
成
す
る
寺
院
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
端
に
接
続
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。
シ
ャ
ル

コ
ク
に
お
け
る
ボ
ン
教
は
、
地
域
に
基
盤
を
置
き
つ
つ
も
、
こ
う
し

た
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
復
興
し
、
存
続
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

ボ
ン
教
は
、
現
在
宗
派
と
し
て
は
チ
ベ
ッ
ト
文
化
圏
に
お
け
る
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
が
、
仏
教
よ
り
も
古
い
起
源
を
も
つ
こ
と
か

ら
、
僧
侶
や
信
者
た
ち
に
は
ボ
ン
教
こ
そ
チ
ベ
ッ
ト
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
宗
教
だ
と
い
う
意
識
が
強
く
、
中
国
や
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら

欧
米
に
い
た
る
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
稿
の
事
例
か
ら

は
、Ｓ
寺
が
こ
う
し
た
普
遍
的
な
「
ボ
ン
教
」
を
形
成
す
る
寺
院
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
と
同
時
に
、
歴
史
的
背
景
に
支
え
ら
れ
た
Ｓ

寺
固
有
の
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
支
え
ら
れ
て
復
興
し
、
存
続
す

る
動
態
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
Ｓ
寺
に
お
け
る
宗
教
実
践
と

継
承
の
場
は
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
が
交
差
す
る
な
か

で
立
ち
上
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
シ
ャ
ル
コ
ク
の
ボ

ン
教
に
関
す
る
先
行
研
究
（K

arm
ay 1998b; H

uber 1998,2002; 
Schrem

pf 2000

）
で
は
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
で
あ
り
、
Ｓ

寺
を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
性
が
断
絶
を
経
な
が
ら
も
再
生
・

新
生
し
、
寺
院
を
支
え
て
い
る
点
が
本
稿
の
事
例
の
大
き
な
特
徴
で

写真 2 復興したＳ寺で新たに誕生した若いゲシェーたち
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化
の
研
究
』
国
立
民
族
学
博
物
館
、
五
七
―
七
〇
頁
。

山
田
孝
子
（2008

）「
チ
ベ
ッ
ト
、
ア
ム
ド
・
カ
ム
地
方
に
お
け
る
宗
教
の

再
活
性
化
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
僧
院
の
存
続
に
向
け
て
の
取
り
組
み
」『
北

方
学
会
報
』
一
三
号
、
四
―
一
二
頁
。

ワ
ン
ク
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
Ｌ
（2000

）「
仏
教
復
興
の
政
治
学
―
―
競
合

す
る
機
構
と
正
当
性
」
菱
田
雅
晴
編
『
現
代
中
国
の
構
造
変
動 

五 

社

会
―
国
家
と
の
共
棲
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
七
五
―
三
〇
四
頁
。
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澤
仁
扎
西
（2006

）『
東
方
海
螺
聖
山
―
―
雪
宝
鼎
』
成
都
、
四
川
民
族
出

版
社
。（

こ
に
し　

け
ん
ご
／
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
）

学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
の
山
田
孝
子
教
授
を
は
じ
め
、
京
都

大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
「
移
動
と
共
生
が
創
り

出
す
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
メ
ン
バ
ー
と
有
意
義
な
議
論

を
共
有
し
、
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し

ま
す
。

◉
注

＊
１　

以
下
で
は
、
原
則
と
し
て
固
有
名
詞
を
除
く
チ
ベ
ッ
ト
語
の
用
語

に
ワ
イ
リ
ー
の
転
写
方
式
（W

ylie 1959

）
に
従
っ
た
ロ
ー
マ
字
表
記

を
併
記
す
る
。
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
調
査
地
で
あ
る

シ
ャ
ル
コ
ク
地
方
の
発
音
に
近
い
形
で
表
記
す
る
。

＊
２　

仏
教
の
伝
播
以
前
に
チ
ベ
ッ
ト
で
行
わ
れ
て
い
た
ボ
ン
教
と
、
現

在
信
仰
さ
れ
て
い
る
ボ
ン
教
は
異
な
る
。
ま
た
ボ
ン
と
い
う
言
葉
は
仏

教
に
含
ま
れ
な
い
土
着
の
信
仰
一
般
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
詳
細
は
ク

ヴ
ェ
ル
ネ
（K

vaerne 1985

）
を
参
照
。

＊
３　

メ
ン
リ
寺
や
ユ
ン
ド
ゥ
ン
リ
ン
で
は
候
補
者
名
を
書
い
た
紙
を
練

り
込
ん
だ
団
子
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
三
宅 2009: 102

）。
他
に
、
宝

瓶
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
所
定
の
儀
礼
を
経
て
、
僧
院
長

と
な
る
者
を
選
出
す
る
。

＊
４　

主
食
で
あ
る
ツ
ァ
ン
パ
（
麦
焦
が
し
の
粉
）
の
原
料
と
な
る
。
漢

語
で
は
青
裸
（qing ke

）、
チ
ベ
ッ
ト
語
で
はnas

。
学
名H

ordeum
 

vulgare L. var. nudum
 H

ook. f.

＊
５　

Ｓ
村
の
人
口
は
二
〇
〇
七
年
現
在
で
六
八
九
人
で
あ
り
、
成
都
か

ら
九
寨
溝
に
通
じ
る
幹
線
道
路
に
面
し
て
い
る
。
Ｓ
村
と
、
隣
接
す
る

二
つ
の
村
を
含
め
た
三
村
が
、
Ｓ
寺
を
人
材
・
経
済
面
か
ら
支
え
て
き

た
。

＊
６　

現
地
調
査
で
は
正
確
な
日
付
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
シ
ェ
ン
テ

ン
・
ダ
ル
ジ
ェ
リ
ン
寺
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（Shenten D

argye Ling 
2009

）
に
よ
る
と
、
テ
ン
ジ
ン
・
ナ
ム
ダ
ク
は
一
九
八
六
年
に
シ
ャ
ル

コ
ク
を
は
じ
め
と
し
て
中
国
各
地
の
ボ
ン
教
寺
院
を
訪
問
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
と
き
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

＊
７　

こ
れ
に
は
、
Ｓ
村
か
ら
成
都
な
ど
都
市
部
に
移
住
し
た
人
々
の
寄

付
や
、
観
光
を
通
じ
て
Ｓ
寺
を
知
っ
た
シ
ャ
ル
コ
ク
外
部
の
人
々
の
寄

付
も
含
ま
れ
る
。
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